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一
八
七

は
じ
め
に

本
稿
は

中
近
現
代
書
畫
碑
帖
收
藏
史
（
以
下
、
收
藏
史
）
の
硏
究
の
一
環
と

し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
稿
者
は
當

收
藏
史
の
構
築
を
企
圖
し
、
朙
治
維
新
か

ら
辛

革
命
（
淸
末
）
ま
で
の
第
一
朞
、
辛

革
命
か
ら
第
二
次
世
界
大
戰
終
了

時
ま
で
の
第
二
朞
、
第
二
次
世
界
大
戰
終
了
時
か
ら
戰
後
復
興
朞
ま
で
の
第
三

朞
、
戰
後
復
興
朞
か
ら
文
化
大
革
命
の
時
朞
ま
で
の
第
四
朞
、
文
化
大
革
命
の
時

朞
か
ら
現
在
ま
で
の
第
五
朞
に
暫
定
的
に
區
分
し
た
。

本
稿
で
は
特
に
收
藏
史
上
劃
朞
を
な
す
第
二
朞
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
こ
の
時

朞
を
劃
朞
と
み
な
す
の
は
、
淸
朝
が
崩
壞
し
、
財

的
に
困
窮
し
た
淸
の
帝
室
や

高
官
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
書
畫
碑
帖
が
、
中
國
國
內
の
市
場
だ
け
で
は
吸
收
す
る

こ
と
が
で
き
ず
に
、
大
規
模
に

本
や
歐
米
に

出
し
、
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三

―

一
九
一
三
）
に
よ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
中
國
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
收
集
が
行
わ

れ
、

本
の
關
西
を
中
心
と
す
る
中
國
書
畫
碑
帖
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
成
立
し

た
時
朞
だ
か
ら
で
あ
る（
１
）。

第
二
朞
の
收
藏
史
に
關
す
る
先
行
硏
究
と
し
て
は
、
冨
田
昇
『

轉
淸
朝
祕

寶
』（
本
放
送
出
版
協
會
、
二
〇
〇
二
）
を

矢
と
し
て
、
陶
德
民
編
『
內
藤
湖
南

と
淸
朝
書
畫―

關
西
大
學
圖
書
館
內
藤
文
庫
所
藏
品
集―

』（
關
西
大
學
出
版

、

二
〇
〇
九
）、
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
硏
究
會
編
『
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報

吿
書 

關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
と
未
來
』（
同
會
、
二
〇
一
二
）、
曾

布
川
寬
監
修
、
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
硏
究
會
編
『
中
國
書
畫
探
訪 

關

西
の
收
藏
家
と
そ
の
名
品
』（
二
玄
社
、
二
〇
一
一
）、
陶
德
民
編
『
大
正
癸
丑
蘭
亭

會
へ
の
懷
古
と
繼
承―

關
西
大
學
圖
書
館
內
藤
文
庫
所
藏
品
を
中
心
に―

』（
關

西
大
學
出
版

、
二
〇
一
三
）
な
ど
が
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
先
行
硏
究
で
は
個
別
の
收
藏
家
の
動
向
の
確
認
や
、
收
藏
動
向
を
槪
括

的
に
論
及
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
い
ま
だ
に
當

硏
究
は
そ
の
初
朞

段
階
に
あ
る
と
い
え
る
。

菊
池
惺
堂
（
一
八
六
七―

一
九
三
五
）
も
こ
の
時
朞
に
活
動
し
た
著
名
な
書
畫
碑

帖
收
藏
家
の
一
人
で
あ
る
。
本
名
は
晉
二
（
晉
は
略
稱
）、
大
正
九
年
に
家
督
を
相

續
し
て
か
ら
は
長
四
郞
を
襲
名
し
た
。
室
名
は
味
燈
書
屋
、
是
空
庵
、
蘊
眞
堂
、

屋
號
は
佐
野
屋
、
惺
堂
の
號
で
廣
く
知
ら
れ
、
實
業
家
、

治
家
、
南
畫
家
、
藏

書
家
と
し
て
も
活
動
し
た
人
物
で
あ
る（
２
）。
內
藤
湖
南
（
虎
次
郞
、
一
八
六
六―

一
九

三
四
）
は
『
董
盦
藏
書
畫
譜
』（
博
文
堂
、
一
九
二
八
）
の
序
文
に
お
い
て
、

…
…
在
東
京
山
本
二
峰
・
菊
池
惺
堂
君
［
菊
池
氏
之
藏
、
多
燬
於
癸

之
災
、
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十
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集

一
八
八

檢
討
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一

で
は
第
二
朞
の
收
藏
に
深
く
關
わ
っ
た
「
收
藏

集
團
」
に
つ
い
て
定
義
を
し
た
上
で
、「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」、
第
二

で
は
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
惺
堂
の

收
藏
活
動
を
通
じ
て
、
兩
收
藏
集
團
が
い
つ
形
成
さ
れ
、
い
つ
消
滅
し
、
ど
の
よ

う
な
特
徵
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
朙
ら
か
に
し
た
い
。
つ
づ
い
て
、
第
三

で
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
か
ら
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏

集
團
」
へ
と
い
う
二
大
收
藏
集
團
の
變
遷
を
惺
堂
の
收
藏
活
動
に
よ
っ
て
跡
付

け
、
ど
の
よ
う
に
し
て
關
西
の
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の

か
を
論
じ
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
人
名
は
通
稱
を
用
い
、［　

］
に
は
脚
㊟
、

〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
、
引
用
文
獻
の
ふ
り
が
な
や

點
は

省
略
し
、
變
體
假
名
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
ふ
り
が
な
で
示
し
た
。

一　

書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團

曾
布
川
寬
氏
は
「
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
誘
い
」（
上
揭
『
中
國
書

畫
探
訪 

關
西
の
收
藏
家
と
そ
の
名
品
』、
四―

八
頁
）
の
中
で
、
學
者
・
收
集
家
・
業

者
の
理
想
的
な
連
携
に
よ
っ
て
關
西
の
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ

れ
た
と
見
る
。
氏
の
見
解
を
旉
衍
す
れ
ば
、
一
定
規
模
の
優
れ
た
中
國
書
畫
碑
帖

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
た
め
に
は
「
賞
鑑
家
」「
收
藏
家
」「
業
者
」
か
ら
な

る
「
收
藏
集
團
」
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
集
團
內
で
緊
密
な
連
携
が
取
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
特
に
中
國
か
ら
大
規
模
に
書
畫
碑
帖
が

入

し
た
、
第
二
朞
の
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過
程
を
解
朙
す
る
に

は
、
個
々
の
收
藏
家
の
檢
討
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
ま
ず
は
こ
の
「
收

藏
集
團
」
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
、「
賞
鑑
家
」「
收
藏
家
」「
業
者
」
に
つ
い
て
具
體
的
に
見
て
お
き
た

い
。
第
一
の
「
賞
鑑
家
」
と
は
中
國
書
畫
碑
帖
に
對
す
る
廣
範
で
專
門
的
な
知

可
惜
］。
在
京
攝
閒
、
上
野
㊒
竹
・
小
川

齋
二
君
、
已
故
。
而
繼
之
者
、

齋
藤
董
盦
・
阿

笙
洲
・
藤
井
靄
〻
諸
君
。
是
以
近
時
唐
宋
劇
迹
之
富
、
殆

軼
於
本
國
焉
。

（
…
…
東
京
に
山
本
二
峰
・
菊
池
惺
堂
君
［
菊
池
氏
の
藏
、
多
く
癸

の
災
に
燬や

か

る
る
は
、
惜
し
む
可
し
］
在
り
。
京
攝
の
閒
に
、
上
野
㊒
竹
・
小
川

齋
二
君
在
る

も
、
已
に
故し

す
。
而
し
て
之
を
繼
ぐ
者
、
齋
藤
董
盦
・
阿

笙
洲
・
藤
井
靄
〻
諸
君

な
り
。
是
を
以
て
近
時
唐
宋
劇
迹
の
富
、
殆
ど
本
國
に
軼す

ぐ
。）

と
述
べ
る
よ
う
に
、
惺
堂
を
山
本
二
峰
（
悌
二
郞
、
一
八
七
〇―

一
九
三
七
）
と
竝

ぶ
東
京
の
著
名
な
收
藏
家
で
あ
っ
た
と
見
る
。
ま
た
、
脚
㊟
に
お
い
て
大
正
一
二

年
（
一
九
二
三
）
の
「
癸

之
災
」（
關
東
大
震
災
）
で
惺
堂
の
收
藏
品
の
多
く
が

灰
燼
に
歸
し
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
の
た
め
か
、
惺
堂
は
蘇
軾

「
黃
州
寒
⻝
詩
卷
」（
國
立
故
宮
博
物
院
藏
）、
李
氏
「
瀟
湘
臥
遊
圖
卷
」（
國
寶
、
東

京
國
立
博
物
館
藏
）、
渡
邊
崋
山
「
于
公
高
門
圖
」（
重
要
文
化
財
、
株
式
會
社
Ａ
Ｍ
Ｇ

藏
）、「
定
武
本
蘭
亭
序
」（
木
雞
室
藏
）
と
い
っ
た
優
品
を
收
藏
し
た
著
名
な
收
藏

家
に
も
關
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
回
顧
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

稿
者
は
平
成
二
五
年
以
來
惺
堂
の
ご
遺
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
そ
の
收
藏
活
動

の
考
察
を
進
め
る
中
で
、
惺
堂
は
他
の
收
藏
家
と
は

な
り
、
極
め
て
重
要
な
收

藏
家
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
二
朞
の
收
藏
に
深
く
關
わ

っ
て
い
た
二
大
「
收
藏
集
團
」（
後
述
）
に
兩
屬
し
、
か
つ
他
の
收
藏
家
に
は
見

ら
れ
な
い

記（
３
）な
ど
の
一
次
㊮
料
が
殘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
惺
堂
を
起
點
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
議
論
の
な
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
、
第
二
朞
に
中
國
書
畫
碑
帖
が

本
へ

入
し
、
い
か
に
し
て
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
點
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、

本
が
中
國
か
ら

入
し
た
中
國
書
畫
碑
帖
の
一
大
集
積
地
と
な
っ
た
要
因

の
解
朙
に
寄
與
す
る
こ
と
が
朞
待
さ
れ
る
。
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一
八
九

こ
こ
で
惺
堂
と
こ
の
收
藏
集
團
と
の
關
わ
り
を
見
て
お
き
た
い
。「
東
京
名

書
畫
骨
董
愛
好
家
の
種
類
調
べ
（
其
一（
６
））」
に
、

…
…
因
み
に
氏
〔
菊
池
經

、
先
代
長
四
郞
〕
の
養
子
晉
二
〔
惺
堂
〕
氏
は
、

先
頃
書
家
に
し
て

那
物
の
鑒

に
於
て
當
代
第
一
の
權
威
た
る
滑
川
澹

如
氏
の
周
旋
に
よ
つ
て
、
元
の
四
大
家
た
る
倪
雲
林
、
黃
一
峰
の
二
家
の
大

幅
を
手
に
入
れ
た
。
其
の
稀
代
の
名
品
た
る
事
は
言
ふ
を
俟
た
ぬ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
惺
堂
は
澹
如
と
懇
意
に
し
て
お
り
、
そ
の
周
旋
に
よ
っ
て
元
の

倪
瓚
と
黃
公

の
大
幅
を
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
滑
川
澹
如
「
王
叔

朙
雅
宜
山
齋
圖
」
の
解
說（
７
）に
、

…
…
此
の
圖
元
と
吳
中
に
在
り
て
㊒
名
な
る
藏
幅
の
㊒
た
り
し
を
羅
叔

言
〔
振
玉
〕
之
を
物
色
し
、
將
に
購
收
せ
む
と
せ
し
時
偶
然
に
も
此
の
蹟
を

觀
る
を
得
た
り
し
か
ば
、
廹
り
て
愛
を
割
か
し
め
自
家
の
收
弆
に
歸
し
た

る
も
の
な
り
と
て
其
の
授
受
を
朙
に
せ
り
、
予
も
亦
一
見
垂
涎
に
堪
へ
ざ
る

も
、
奈
何
せ
む
菲
（
マ
マ
）〔

非
〕
力
の
寒
生
遂
に
之
を
菊
池
氏
薀
（
マ
マ
）〔

蘊
〕
眞
堂
の
寶

庫
に
納
入
せ
り
。

と
見
え
る
。
澹
如
が
王
蒙
「
雅
宜
山
齋
圖
」
を
惺
堂
に
納
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
彼
が
賞
鑑
家
と
仲
買
人
を

ね
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
澹
如
は
大
正
八
年
か
ら
同
九
年
に
か
け
て
發
生
し
た
「
ナ
メ
タ
ツ
事

件
」（「
六
萬
圓
事
件
」
と
も
稱
す
）
を
起
こ
し
て
い
る
。「
ナ
メ
タ
ツ
」
と
は
滑
川

逹た
つ
し

（
本
名
）
に
由
來
す
る
。
當
時
の
『
讀
賣
新
聞
』
の
記
事
を
中
心
に
整
理
す

る
と（
８
）、
義
和
團
事
件
の
折
に
淸
內
府
か
ら

出
し
た
李
氏
「
瀟
湘
臥
遊
圖
卷
」
は

本
へ
渡
っ
て
竹
田
貞
吉
が
祕
藏
し
、
後
に
彼
は
山
澤
卯
三
郞
を
介
し
て
書
畫
商

で
あ
る
川
崎
♫
吉
（
屋
號
は
大
和
屋
）
に
賣
却
先
を
依
賴
し
た
。
大
正
八
年
一
二

⺼
中
旬
、
川
崎
は
澹
如
に
鑑
定
と
一
萬
圓
で
賣
却
先
を
探
す
よ
う
に
依
賴
し
た
と

こ
ろ
、
澹
如
は
五
千
圓
で
川
崎
か
ら
引
き
取
っ
た
と
い
う
。
翌
年
三
⺼
、
澹
如
が

を
持
ち
、
作
品
の
眞
贋
の
鑑
定
や
鑑
賞
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
時
に
收
藏
家
を

ね
る
場
合
も
あ
っ
た
。
上
揭
の
冨
田
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
骨
董
商
の
山
中
定

次
郞
（
一
八
六
六―

一
九
三
六
）
は
民
國
初
年
に
恭
親
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
括
し

て
購
入
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
書
畫
類
は
除
外
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ

の
こ
と
は
書
畫
碑
帖
が
文
物
の
賣
買
價
格
の
中
で
も
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
、
特
に

本
で
は
中
國
繪
畫
に
關
し
て
古
渡
と
は

質
な
「
新
渡
」
を
評
價
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う（
４
）。
ゆ
え
に
、
中
國
事
情
に
精
通
し
た
東
洋

史
の
學
者
、
あ
る
い
は
中
國
に
滯
在
し
、
書
畫
碑
帖
の
鑑

眼
を
磨
い
た
人
物
が

賞
鑑
家
の
役
割
を
擔
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
第
二
の
「
收
藏
家
」
に
は
中
國
書
畫
碑

帖
に
對
す
る
趣
味
や
造
詣
の
深
さ
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
何
よ
り
も
潤
澤
な
㊮

金
力
が
あ
る
素
封
家
や
實
業
家
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
特
に
中
國
の
書
畫
碑
帖
が

大
規
模
に

本
へ

入
し
た
大
正
年
閒
に
は
第
一
次
世
界
大
戰
に
よ
る
好
景
氣
が

幸
い
し
、
實
業
家
を
中
心
に
收
集
熱
を
掻
き
立
て
て
い
た
。
第
三
の
「
業
者
」
に

は
「
仲
買
人
」（
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
も
含
ま
れ
る
。
業
者
の
役
割
と
し
て
は
、
賞
鑑
家

や
收
藏
家
の
閒
を
連
絡
調
整
し
、
鑑
定
・
販
賣
・
展
覽
・
刊
行
な
ど
の
諸
業
務
を

行
い
、
收
藏
集
團
の
事
務
局
と
し
て
の
機
能
も
擔
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。ま

ず
は
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

『
書
苑
』（
後
繼
誌
『
書
畫
苑
』）
は
法
書
會
と
い
う
會
員
組
織
を
母
體
と
し
て
、
朙

治
四
四
年
に
發
刊
さ
れ
た

本
初
の
書
の
專
門
誌
で
あ
り
、
こ
の
收
藏
集
團
は

中
國
書
畫
碑
帖
に
精
通
し
た
『
書
苑
』
編
集
者
の
黑
木
欽
堂
（
一
八
六
六―

一
九

二
三
）
や
滑
川
澹
如
（
一
八
六
八―

一
九
三
六
）
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る（
５
）。
こ
の
集
團
は
『
書
苑
』
を
母
體
に
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
時
朞
も
『
書
苑
』

（
後
繼
誌
『
書
畫
苑
』）
の
發
刊
か
ら
終
刊
ま
で
、
す
な
わ
ち
朙
治
四
四
年
か
ら
大
正

九
年
頃
ま
で
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
七
十
一
集

一
九
〇

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
樂
天
先
生
「
藝
苑
笑

府
」（『
書
衟
及
畫
衟
』
第
六
卷
一
號
）
に
よ
る
と
、
澹
如
は
名
譽
會
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
漢
詩
團
體
の
隨
鷗
吟
社
、
大
村
西
崖
中
心
の
文
人
畫
團
體
で
あ
る

玄

畫
社
、
惺
堂
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
書
畫
團
體
の
遊
戲
三
昧
會
か
ら
も

除
名
さ
れ
社
會
的
地
位
を
奪
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
欽
堂
と
惺
堂
の
關
係
は
、
黑
木
安
雄
〔
欽
堂
〕「
本
誌
揭
載
の
印
影
に

就
き
て
」（「
解
說
」、『
書
苑
』
創
刊
號
所
載
、
頁
數
未
揭
載
）
に
よ
る
と
、

…
…
文
友
菊
池
惺
堂
の
家
に
印
譜
を
藏
す
る
こ
と
頗
富
む
。

古

印

を
收
拾
す
る
を
娛
む
。
今
や
書
苑
の
發
刊
に
臨
み
、
其
の
家
に
就
き
て
印
譜

を
示
さ
ん
こ
と
を
求
む
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
惺
堂
は
欽
堂
の
要
請
に
應
じ
て
印
譜
を
同
誌
に
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
そ
の
後
も
惺
堂
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
『
書
苑
』
に
提
供
し
、
欽
堂
が

そ
の
解
說
を
書
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
欽
堂
に
は
澹
如
の
よ
う
な
仲
買
人
と
し
て

の
活
動
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
樂
天
先
生
「
藝
苑
笑
府（

（（
（

」
に
、

▲
ナ
メ
タ
ツ
事
件
に
繼
い
で
、
ク
ロ
キ
ン
事
件
が
勃
發
し
た
、
コ
レ
も

玄
畫
社
の
所
謂
る
第
一

文
人
の
一
人
、
黑
木
欽
堂
（
安
雄
）
で
あ
る
が
、

彼
の
贋
書
畫
詐
欺
事
件
の
連
累
嫌
疑
者
と
し
て
、
檢
事
局
に
召
喚
さ
れ

目

玉
を
頂
戴
し
た
る
末
、
自
今
十
ヶ
年
閒
乃
木
將
軍
の
書
幅
の
み
な
ら
ず
、
他

一
切
の
書
畫
の
箱
書
を
謹
愼
（
禁
止
）
す
る
な
ら
ば
、
其
閒
起
訴
を
差
控⃝
ふ

べ
し
と
、
檢
事
の
厚
き

情
け
に
預
つ
て
、
引
下
つ
た
は
十
⺼
二
十
九

の

こ
と
ゝ
聞
く
、
由
來
箱
書
は
博

精
鑒
な
る
學
者
の
一
特
權
と
も
い
ふ
べ
き

も
の
で
あ
る
。
欽
堂
が
自
分
の
精
鑒
を
朙
判
官
の
歬
に
檢
事
と
爭
ふ
の
勈
氣

な
く
、
オ
メ
々
々
と
謹
愼
を
誓
つ
て
引
下
が
つ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
如
何
は

し
き
箱
書
を
や
つ
た
に
相
違
な
い
。
安
雄
も
今
更
な
が
ら
乃
木
將
軍
の
遺
靈

の
凜
と
し
て
生
け
る
が
如
き
に
戰
慄
し
た
と
見
ゆ
。

舊
知
の
仲
で
あ
っ
た
惺
堂
に
六
萬
二
千
圓
で
賣
却
し
た
こ
と
が
久
松

察
署
に
發

覺
し
、
こ
の
時
に
川
崎
へ
五
千
圓
を

拂
っ
た
。
そ
の
後
、
竹
田
が
川
崎
を
相
手

取
り
橫
領
罪
の
訴
え
を
檢
事
局
に
提
出
し
た
こ
と
で
事
件
化
し
た
。
同
年
一
一
⺼

一
一

、
澹
如
が
竹
田
に
一
萬
二
千
圓
、
以
歬
に

拂
っ
た
一
萬
圓
と
合
わ
せ

て
、
計
二
萬
二
千
圓
を

拂
っ
て
示
談
と
な
り
解
決
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
渦
中
の
惺
堂
は
こ
の
畫
卷
の
購
入
金
額
に
對
し
て
、

　
　

高
い
と
も
思
は
ね
ば
決
し
て
安
す
ぎ
も
し
な
い

と
述
べ
た
と
い
う
。
大
正
一
五
年
の
段
階
で
蘇
軾
「
黃
州
寒
⻝
詩
卷
」（
惺
堂
藏
）

と
合
わ
せ
て
時
價
三
〇
萬
圓
と
評
價
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
發

言
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う（
９
）。
一
方
、
澹
如
は
、

一

の
漢
詩
人
の
中
傷
や
取
る
に
足
ら
ぬ
小
雜
誌
の
誣
言
な
ど
自
分
は
意

に
介
し
て
ゐ
な
い
し
辨
駁
の
要
も
認
め
な
い
菊
池
君
が
自
分
の
恩
人
な
の
に

仇
で
﨤
し
た
等
と
は
以
て
の
外
で
あ
る
自
己
の
鑑

に
依
る
名
品
を
知
己
に

賣
却
し
四
萬
圓
儲
け
た
か
ら
と
て
一
點
の
疚
し
さ
を
感
じ
な
い

と
破
顏
哄
笑
し
た
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
惺
堂
と
澹
如
の
關
係
は
疎
遠
に
な

る
。『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
四
年
一
一
⺼
二
八

の
條
に
、

廿
八

 

晴 

午
歬
山
田
ニ
行 

共
ニ
紅
葉
館
ニ
行 

笹
川
喜
三
郞
ニ
招
カ
レ

陸
探
徵
（
マ
マ
）〔

微
〕
其
外
ノ

那
ノ
古
畫
ヲ
觀
ル 

犬
養
木
堂 

杉
溪
六
橋 
榊
原
鐵

硯 

滑
川
澹
如 

博
文
堂
老
人
等
同
席
ス 

滑
川
多
年
事
故
ア
リ
テ
交
際
ヲ
斷
チ

居
リ
シ
ヨ
リ 

今
回
山
田 

榊
原 

笹
川
諸
子
ノ
心
配
ニ
テ
謝
罪
ス
ル
ト
ノ
コヿト

ナ
ル
ガ 

余
ハ
固
ヨ
リ
心
ニ
懸
ケ
ザ
ル
コヿト
ナ
レ
バ
承

シ
テ
今

同
席
シ

タ
ル
ナ
リ

と
あ
る
。

記
に
見
え
る
「
多
年
事
故
」
と
は
「
ナ
メ
タ
ツ
事
件
」
の
こ
と
を
指

し
て
お
り
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
年
ま
で
惺
堂
は
澹
如
と
交

を
斷
っ



中
國
書
畫
碑
帖
の

本

入
に
關
す
る
一
考
察

一
九
一

タ
ツ
事
件
」
や
「
ク
ロ
キ
ン
事
件
」
が
生
じ
て
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集

團
」
が
消
滅
し
た
と
見
ら
れ
る
。

二　

犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團

「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
は
上
揭
曾
布
川
寬
氏
論
考
で
擧
げ
ら

れ
た
人
物
を
も
と
に
整
理
す
る
と
、
賞
鑑
家
に
羅
振
玉
（
一
八
六
六―

一
九
四
〇
）・

長
尾
雨
山
（
甲
、
一
八
六
四―

一
九
四
二
）・
湖
南
、
收
藏
家
に
惺
堂
・
二
峰
・
阿

房
次
郞
（
筌
州
、
一
八
六
八―

一
九
三
七
）・
小
川
爲
次
郞
（

齋
、
一
八
五
二―

一
九
二
六
）・
上
野
理
一
（
㊒
竹
齋
、
一
八
四
八―

一
九
一
九
）・
二
代
目
黑
川
幸
七

（
一
八
七
一―

一
九
三
八
）・
四
代
目
藤
井
善
助
（
一
八
七
三―

一
九
四
三
）、
業
者
に

博
文
堂
（
主
人
は
原
田
庄
左
衞
門
〔
大
觀
〕、
一
八
五
五―

一
九
三
八
）
を
据
え
、
全

體
を

括
し
て
い
た
の
が
犬
養
木
堂
（
一
八
五
五―

一
九
三
二
）
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る（

（（
（

。
竹
浪
遠
「
犬
養
木
堂
」（
上
揭
『
中
國
書
畫
探
訪 

關
西
の
收
藏
家
と
そ
の
名

品
』、
一
二
頁
）
に
、

木
堂
自
身
は
、

治
㊮
金
や
他
者
へ
の
援
助
の
必
要
か
ら
、
收
藏
は
多
く

な
か
っ
た
が
、
續
々
と

入
す
る
中
國
書
畫
を
、
親
交
の
あ
る

財
界
の
同

好
の
士
へ
斡
旋
し
保
全
を
圖
っ
た
。

と
指

す
る
。
竹
浪
氏
の
指

の
よ
う
に
木
堂
が
直

斡
旋
し
た
場
合
も
見
ら
れ

る
が
、
博
文
堂
を
介
し
て
行
う
場
合
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
木
堂
翰

墨
談
』（
博
文
堂
合
㊮
會
社
、
一
九
一
六
）
刊
行
以
後
、
木
堂
の
賞
鑑
家
と
し
て
の
聲

價
は
高
ま
り
、
來

し
た
中
國
人
收
藏
家
は
、
ま
ず
は
木
堂
の
鑑
定
を
受
け
る
の

が
常
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
木
堂
は

本
に

入
す
る
中

國
書
畫
碑
帖
の
情
報
を
い
ち
早
く
得
て
、
多
く
の
場
合
博
文
堂
を
介
し
て
當

收

藏
集
團
の
收
藏
家
に
斡
旋
し
た
り
、
賞
鑑
家
に
鑑
定
を
依
賴
し
た
り
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
木
堂
は
こ
の
收
藏
集
團
を
實
質
的
に

括
し
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が

と
あ
る
よ
う
に
、「
ナ
メ
タ
ツ
事
件
」
の
直
後
に
欽
堂
自
身
も
「
ク
ロ
キ
ン
事

件
」（
大
正
九
年
）
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
欽
堂
は
乃
木
希
典
な

ど
の
箱
書
（
鑑
定
）
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
大
正
八
年
に
收
藏
家
の
林
朗
庵
（
熊
光
、
一
八

九
七―

一
九
七
一
）
が
文
求
堂
を
通
じ
て
一
萬
五
千
金
で
購
入
し
た
黃
庭
堅
「
王

史
二
氏
墓
誌
銘
稿
卷
」（
東
京
國
立
博
物
館
藏
）
に
跋
文
を
記
し
て
お
り（

（（
（

、
欽
堂
は

中
國
書
畫
碑
帖
の
鑑
定
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

以
上
の
檢
討
に
よ
っ
て
、「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
の
形
成
と
消

滅
、
そ
の
特
徵
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
こ
の
收
藏
集
團
は
『
書
苑
』
が

刊
行
さ
れ
た
朙
治
四
四
年
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
繼
誌
『
書
畫
苑
』
が
終
刊
す
る

大
正
九
年
頃
ま
で
存
在
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
集
團
が
消
滅
し

た
背
景
に
は
「
ナ
メ
タ
ツ
事
件
」（
大
正
八
年―
九
年
）
と
「
ク
ロ
キ
ン
事
件
」（
大

正
九
年
）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、『
書
畫
苑
』
の
終
刊
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
朙
白
で
あ
る
。
な
お
、
欽
堂
は
そ
の
後
大
正
一
二
年
八
⺼
三
一

に
講
演
で
訪
れ
た
富
山
縣
高
岡
の
地
で
突
然
倒
れ
て
沒
し
、
澹
如
は
關
東
大
震
災

で
の
罹
災
に
よ
っ
て
困
窮
し
、
村
井
吉
兵
衞
（
一
八
六
四―
一
九
二
六
）
や
田
中
光

顯
（
一
八
四
三―

一
九
四
三
）
の
庇
護
を
受
け
て
書
家
と
し
て
活
動
し
、
收
藏
活
動

と
は
距
離
を
置
く
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

つ
づ
い
て
、
こ
の
收
藏
集
團
は
、
澹
如
の
例
に
よ
っ
て
も
朙
ら
か
な
よ
う
に
、

書
畫
碑
帖
の
鑑
定
、
價
格
の
決
定
、
賣
却
に
至
る
ま
で
一
人
で
行
っ
て
い
た
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
業
者
が
介
在
せ
ず
に
賞
鑑
家
と
業
者
（
仲
買
人
）
が
一
體
と
な

っ
て
い
た
點
に
特
徵
が
あ
る
。
一
方
の
欽
堂
は
賞
鑑
家
と
し
て
の
活
動
し
か
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、
業
者
が
存
在
し
な
い
以
上
、
箱
書
な
ど
に
よ
る
「
鑑
定
料
」

の
決
定
、
そ
の
授
受
は
自
ら
行
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
た
め
澹
如
と
同
じ
狀
況

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
業
者
を
置
か
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
、「
ナ
メ
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二

本
畫
古
帝
王
圖
卷
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
藏
）
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
後
博
文
堂

は
阿

の
收
藏
目
錄
で
あ
る
『
爽
籟
館
欣
賞
』
の
解
說
を
昭
和
一
四
年
一
⺼
に
出

版
し
て
以
後
、
收
藏
關
連
書
籍
の
刊
行
を
行
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
收
藏

集
團
は
少
な
く
と
も
昭
和
一
四
年
歬
後
に
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
收
藏
集
團
の
要
と
な
る
の
は
業
者
の
博
文
堂
の
活
動
で
あ
る
。
惺
堂
と
の

關
わ
り
を
通
じ
て
、
博
文
堂
が
こ
の
收
藏
集
團
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
「
斡
旋
」「
鑑
定
」「
展
覽
會
の
開
催
」
の
觀
點
か
ら
分
析
し
て
み
た
い
。
な

お
、
以
下
で
「
博
文
堂
」
と
言
う
場
合
は
博
文
堂
主
人
（
原
田
庄
左
衞
門
・
悟
朗
父

子
）
と
社
員
の
小
島
甫
ら
の
總
稱
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
斡
旋

『
菊
池
惺
堂

記
』
を
見
る
と
、
惺
堂
の
自
宅
や
旅
先
に
關
わ
ら
ず
、
主
人
の

原
田
庄
左
衞
門
（
後
に
悟
朗
）
や
特
に
社
員
の
小
島
甫
が
か
な
り
の
頻
度
で
通
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。
特
に
『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
六
年
二
⺼
一
五

の
條

に
、

 

…
…
小
島
甫
來
ル 

懷
素
ノ
苦
筍
帖
ヲ
持
參
ス 

珍
品
ナ
リ 

其
外
房
ノ
（
マ
マ
）山

〔
房
山
、
高
克
恭
〕
ノ
山
水
卷 

藍
田
叔
〔
藍
瑛
〕 

八
大
山
人
〔
朱
耷
〕
卷 

皆
名

品
ナ
リ

と
見
え
る
よ
う
に
、
小
島
は
惺
堂
の
避
寒
先
の
湯
河
原
（
同
年
二
⺼
六

か
ら
一
九

ま
で
滯
在
）
ま
で
出
向
き
、
收
藏
品
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
惺
堂
と
博
文
堂
は

頃
よ
り
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
關
係
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

ま
た
、
博
文
堂
は
「
松
茂
山
莊（

（（
（

」（
現
在
の
兵
庫
縣
川
西
市
芲
屋
旉
に
所
在
）
と
い

う
博
文
堂
主
人
の
別
莊
に
惺
堂
ら
を
招
き
、
手
元
に
あ
っ
た
書
畫
骨
董
を
展
覽
・

斡
旋
し
て
い
る
。「
書
畫
帖
」（
個
人
藏
）
は
「
松
茂
山
莊
」
を
利
用
し
た
來
客
が

記
し
た
も
の
で
あ
り
、
縱
一
七
・
五
セ
ン
チ
、
橫
一
二
セ
ン
チ
、
計
二
〇
開
の
う

で
き
よ
う
。
こ
の
收
藏
集
團
の
形
成
と
消
滅
に
關
し
て
は
、
博
文
堂
の
中
國
書
畫

碑
帖
の
影
印
刊
行
の
狀
況
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
菅
野
智
朙

氏
が
指

す
る
よ
う
に
、
博
文
堂
の
影
印
出
版
に
は
中
國
書
畫
碑
帖
の
保
護
や
傳

承
を
行
う
と
い
っ
た
目
的
も
㊒
し
て
お
り
、
收
藏
と
影
印
出
版
物
の
刊
行
に
深
い

相
關
關
係
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
よ
っ
て
、
中
國
か
ら
將
來
さ
れ
た
『
北
宋

拓
聖
敎
序
』（
上
野
理
一
藏
）
を
は
じ
め
て
博
文
堂
が
影
印
刊
行
し
た
朙
治
四
四
年

四
⺼
頃
が
こ
の
收
藏
集
團
の
形
成
の
上
限
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
鶴

田
武
良
「
原
田
悟
朗
氏
聞
書 

大
正―

昭
和
初
朞
に
お
け
る
中
國
畫
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
成
立（

（（
（

」
に
、

中
國
で
（
辛

）
革
命
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
か
ら
し
ば
ら
く
し

て
、
靱
の
博
文
堂
の
店
に
中
國
か
ら
大
き
な
荷
物
が
何
ん
の
歬
觸
れ
も
な
し

に
次
々
に
送
ら
れ
て
來
ま
し
た
。
…
…
淸
朝
が
革
命
で
倒
れ
て
、
ち
ょ
う
ど

本
の
ご
一
新
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
內
府
の
高
官
が
扶
持
が
な
く
な
っ

て
生
活
に
困
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
取
あ
え
ず
所
藏
の
美
術
品
を

賣
ろ
う
と
し
て
東
京
の
衟
具
屋
に
相
談
し
た
が
ど
う
も
不
親
切
な
の
で
、
中

國
通
と
し
て
知
ら
れ
た
京
都
大
學
の
內
藤
湖
南
先
生
の
と
こ
ろ
へ
㊜
當
な
人

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
賴
ん
で
き
た
。
一
方
、
外
務
省
へ
も
同
じ
こ
と
を
賴

ん
で
き
て
、
外
務
省
は
そ
れ
を
犬
養
木
堂
先
生
に
相
談
し
た
。
そ
の
お
二
人

が
同
じ
よ
う
に
父
〔
原
田
庄
左
衞
門
〕
を
推
薦
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
中
國

で
は
安
心
し
て
ど
ん
ど
ん
品
物
を
送
っ
て
き
た
、
と
そ
う
い
う
わ
け
だ
っ
た

の
で
す
。

と
記
さ
れ
る
博
文
堂
主
人
の
原
田
悟
朗
（
庄
左
衞
門
の
五
男
、
一
八
九
三―

一
九
八

〇
）
の
證
言
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
的
を
射
て
い
る
。
ま
た
、
消
滅
に
關
し

て
は
、
收
藏
集
團
の
核
と
な
る
木
堂
が
昭
和
七
年
、
湖
南
が
昭
和
九
年
に
相
次
い

で
他
界
し
、
昭
和
七
年
八
⺼
に
博
文
堂
は
最
後
の
影
印
刊
行
物
と
し
て
『
唐
閻
立



中
國
書
畫
碑
帖
の

本

入
に
關
す
る
一
考
察

一
九
三

・〔
一
六

〕 

…
…
光
畑
十
七
帖
ヲ
持
參
シ
來
ル
。

・〔
一
七

〕
…
…
午
歬
本
鄕
銀
行
ヨ
リ
黑
門
町
銀
行
ニ
廻
ル
。
午
後
光
畑
來
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
三
⺼
一
六

に
惺
堂
は
「
光
畑
」
の
持
參
し
た

「
十
七
帖
」
を
過
眼
し
、
翌

に
は
銀
行
か
ら
預
金
を
引
き
出
し
て
購
入
し
て
い

る
。「
光
畑
」
と
は
光こ
う

畑は
た

六
郞
の
こ
と
で
あ
り
、
東
京
市
京
橋
區
寶
町
一
ノ
八
に

店
舖
を
構
え
て
い
た
骨
董
商
で
あ
る（

（（
（

。
滑
川
澹
如
と
も
交
友
が
深
か
っ
た
人
物
で

あ
り
、
昭
和
一
三
年
に
は
「
澹
如
先
生
遺
墨
展
覽
會
記
念
出
版
刊
行
會
」
を
立
ち

上
げ
、『
禾
魚
艸
堂
李
蘇
詩
帖
』
を
刊
行
し
た
。
惺
堂
は
恐
ら
く
澹
如
の
緣
で
光

畑
と
も
面

を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
四
年
八
⺼

四

の
條
に
も
、

…
…
光
畑
來 

陳
白
沙
ノ
書
幅
ヲ
持
參
ス
。

と
あ
り
、
光
畑
は
惺
堂
に
時
々
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
斡
旋
し
て
い
る
。『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
六
年
五
⺼
二
六

―

二
八

の
條
を
見
る
と
、

・〔
二
六

〕
…
…
博
文
堂
ヨ
リ
電
報
ニ
テ
湖
南
先
生
ヲ
廿
八

訪
問
ナ
ス
ベ
シ

ト
云
ヒ
來
ル

・〔
二
七

〕
…
…
十
一
時
過
京
都
着 

直
チ
ニ
三
本
木
ニ
行 

博
文
堂
老
人
來 

朙

ノ
打
合
セ
ヲ
ナ
ス

・〔
二
八

〕
…
…
午
歬
十
一
時
奈
良
行
ニ
博
文
堂 

慧
一
郞
ト
發
シ
…
…
湖
南

先
生
山
莊
〔
恭
仁
山
莊
〕
ヲ
訪
フ 

十
七
帖
ノ
件
ニ
テ
種
々

見
ヲ
聽
ク

と
あ
り
、
惺
堂
が
湖
南
に
宛
て
た
鑑
定
の
禮
狀
（
昭
和
六
年
六
⺼
三

、
關
西
大
學

圖
書
館
藏（

（（
（

）
に
は
、

拜
諬
過

ハ者

靜
閒
を
妨
け
候
處
種
々

厚
意
を
蒙
り
難
㊒
奉
拜
謝
候 

猶
汚
貴
覽
候
十
七
帖
ニ
つ
き

見

示
敎
被
下
一
々

尤
も
ニ
拜
承
仕
り

候 
猶
十
分
硏
究
可
仕
猶
宜
旉

敎
諭
奉
願
候

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
㊮
料
に
よ
っ
て
、
湖
南
に
よ
る
惺
堂
藏
「
十
七

ち
一
三
開
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
別
莊
は
「
書
畫
帖
」
の
紀
年
に
よ
っ
て
大
正

八
年
六
⺼
か
ら
昭
和
三
年
五
⺼
ま
で
は
少
な
く
と
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
書
畫
帖
」
に
記
さ
れ
た
人
物
は
①
犬
養
木
堂
（
大
正
八
年
六
⺼
二
一

）、

②
榊
原
鐵
硯
（
同
八
年
六
⺼
）、
③
阪
正
臣
（
同
九
年
二
⺼
二
四

）、
④
同
上
（
同
九

年
初
春
）、
⑤
津
田
白
印
（
一
八
六
二―

一
九
四
六
、
無
紀
年
だ
が
慧
雲
の
題
記
に
よ
り

歬
田
と
同

）、
⑥
歬
田
慧
雲
（
一
八
五
五―

一
九
三
〇
、
同
一
〇
年
九
⺼
一
九

）、

⑦
田
邊
碧
堂
（
一
八
六
五―

一
九
三
一
、
同
一
一
年
一
〇
⺼
二
六

）、
⑧
惺
堂
（
同

一
一
年
一
一
⺼
）、
⑨
大
橋
廉
堂
（
一
八
九
七―

一
九
五
一
、
同
一
二
年
二
⺼
）、
⑩
吳

天
民
（
生
沒
年
不
詳
、
同
一
二
年
夏
）、
⑪
同
上
（
無
紀
年
）、
⑫
二
峰
（
昭
和
三
年
五

⺼
）、
⑬
尾
上
柴
舟
（
八
郞
、
一
八
七
六―

一
九
五
七
、
無
紀
年
）
で
あ
り
、
博
文
堂

に
よ
る
展
覽
・
斡
旋
の
樣
子
は
惺
堂
の
南
畫
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
畫
贊
に
、

壬
戌
建
子
⺼
、
遊
于
松
茂
園
別
館
。
玩
古
圖
。
惺
堂
居
士
。

（
壬
戌
建
子
⺼
、
松
茂
園
別
館
に
遊
ぶ
。
玩
古
圖
。
惺
堂
居
士
。）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
書
畫
骨
董
の
鑑
賞
を
題
材
と
し
た
南
畫
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
額
や
畫
軸
が
掛
け
ら
れ
、
立
像
や
盆
栽
が
置
か
れ
た
、
大
き
な
窓
の

あ
る
「
松
茂
園
」（
松
茂
山
莊
を
指
す
）
の
別
館
の
一
室
で
、
書
物
な
ど
が
載
せ
ら

れ
た
大
き
な
机
を
圍
み
三
人
が
椅
子
に
腰
掛
け
、
和
服
を
着
た
一
人
が
額
や
畫
軸

に
向
か
っ
て
解
說
し
て
い
る
樣
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
博
文
堂
と
惺
堂
は

頃
よ
り
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、
自
宅
や

旅
先
に
關
わ
ら
ず
收
藏
品
を
斡
旋
し
、
時
に
別
莊
の
「
松
茂
山
莊
」
に
招
待
し
て

書
畫
骨
董
を
展
覽
・
斡
旋
し
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。

（
二
）
鑑
定

惺
堂
は
自
身
の
收
藏
し
た
「
十
七
帖
」（
王
羲
之
の
書

を

し
た
法
帖
）
に
湖
南

の
鑑
定
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
博
文
堂
が
介
在
し
て
い
る
。「
十
七
帖
」

に
關
し
て
は
『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
六
年
三
⺼
一
六―

一
七

の
條
に
、
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一
九
四

・〔
一
一

〕
…
…
中
華
第
一
樓
ニ
行 

鐵
硏
（
マ
マ
）〔

硯
〕
老
ノ
招
待
ニ
テ
犬
養
木
堂 

山
本
二
峰 

內
藤
湖
南 

滑
川
逹 

博
文
堂 

林
文
昭
等
ニ
テ
一
夕
ノ
淸
談
盛
興

多
シ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
一
〇

に
博
文
堂
の
通
知
を
受
け
た
惺
堂
は
、
翌

中
華
第
一

樓
の
會
⻝
に
參
加
し
て
い
る
。
會
⻝
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
木
堂
・
二
峰
・
湖
南
・

澹
如
は
、
榊
原
浩
逸
編
『
鐵
硯
衟
人
書
畫
册
』（
博
文
堂
、
一
九
三
〇
）
に
題
跋
を

寄
せ
た
人
物
と
共
通
し
て
お
り（

（（
（

、
展
覽
會
開
催
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
展
覽
會
で
は
、
圖
錄
の
刊
行
や
會
⻝
の
手
配
を
博
文
堂

が
擔
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
羊
石
遺
墨
展
觀
會
」
は
南
畫
家
・

彫

家
と
し
て
知
ら
れ
る
內
海
羊
石
（
一
八
四
七―

一
九
三
〇
）
の
遺
墨
展
と
し
て

昭
和
七
年
五
⺼
に
開
催
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
時
朞
に
鷲
尾
義
直
編
『
內
海
羊
石
翁
小

傳
』（
博
文
堂
、
一
九
三
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
六
年
一
一
⺼
一
八

の
條
に
、

…
…
午
後
博
文
堂
老
人 

鷲
尾
義
直
ト
共
〔
ニ
〕
來
リ 

羊
石
老
人
ノ
事
ニ

ツ
キ
種
々
相
談
ア
リ
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
木
堂
の
實
質
的
に
祕
書
の
役
割
を
擔
っ
て
い
た
鷲
尾
義

直
（
溫
軒
、
一
八
八
七―

一
九
五
五
）
が
木
堂
の
名
代
と
し
て
博
文
堂
と
と
も
に
惺

堂
の
も
と
を
訪
れ
て
相
談
し
て
い
る
。
相
談
內
容
に
つ
い
て
は

記
に
朙
示
さ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
展
覽
會
が
交
詢
社
の
文
墨
洞
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
そ
の
會
場
の
手
配
を
木
堂
が
鷲
尾
や
博
文
堂
を
通
じ
て
惺
堂
に

相
談
し
た
と
見
ら
れ
る
。
交
詢
社
は
朙
治
一
三
年
に
福
澤
諭
吉
の
首
唱
の
も
と
に

結
成
さ
れ
た

本
最
古
の
社
交
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
出
身
の
木
堂
も
創
設

當
初
か
ら
同
社
の
雜
誌
の
編
輯
に
携
わ
っ
て
お
り
關
係
が
深
く（

（（
（

、
そ
こ
に
開
設
さ

れ
た
ば
か
り
の
文
墨
洞
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
遺
墨
展
を
開
催
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
、
文
墨
洞
店
主
の
中
村
長
安
は
惺
堂
の
祕
書
的
な
役
割
を
擔
っ

帖
」
鑑
定
の
經

を
確
認
す
る
と
、
博
文
堂
が
湖
南
と
相
談
し
て
五
⺼
二
八

に

鑑
定

を
設
定
し
、
二
七

に
三
本
木
（
京
都
）
在
住
の
長
男
・
慧
一
郞
（
一
八

九
五―
一
九
四
五
）
の
寓
居
で
博
文
堂
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。
二
八

の
鑑
定

當

、
惺
堂
は
博
文
堂
・
慧
一
郞
と
と
も
に
湖
南
の
鑑
定
を
受
け
、
翌
⺼
三

に

禮
狀
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
惺
堂
藏
「
十
七
帖
」
鑑
定
の
依
賴
か
ら
實

際
の
鑑
定
ま
で
の
や
り
取
り
は
「
收
藏
家
」
の
惺
堂
と
「
賞
鑑
家
」
の
湖
南
が
直

行
わ
ず
に
、
博
文
堂
の
介
在
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
判
朙
し
た
。

な
お
、
博
文
堂
は
惺
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
刊
行
も
擔
っ
て
い
る
。『
寒
⻝
帖
』

（
大
正
一
三
年
五
⺼
一
三

發
行
、
博
文
堂
合
㊮
會
社
、
卷
子
本
、
國
立
國
會
圖
書
館
藏
）

と
『
李
公

瀟
湘
臥
遊
圖
』（
大
正
一
二
年
三
⺼
三
〇

發
行
、
博
文
堂
合
㊮
會
社
、
卷

子
本
、
大
阪
府
立
中
之
島
圖
書
館
・
國
立
國
會
圖
書
館
藏（

（（
（

）
で
あ
る
。
と
も
に
湖
南
の

「
甲
子
〔
大
正
一
三
年
〕
四
⺼
」
跋
を
付
し
て
い
る
が
、「
十
七
帖
」
の
鑑
定
と
同

じ
く
、
こ
れ
ら
の
題
跋
の
依
賴
に
際
し
て
も
博
文
堂
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。

（
三
）
展
覽
會
の
開
催

收
藏
と
は
直

關
係
が
な
い
が
、「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に

關
わ
る
人
物
の
展
覽
會
、
す
な
わ
ち
「
鐵
硯
先
生
書
畫
展
觀
會
」（
昭
和
五
年
）、

「
羊
石
遺
墨
展
觀
會
」「
大
橋
廉
堂
先
生
入
蜀
畫
會
」（
と
も
に
昭
和
六
年
）
に
も
博

文
堂
が
介
在
し
て
い
る
。「
鐵
硯
先
生
書
畫
展
觀
會
」
は
、
昭
和
五
年
一
一
⺼
下

旬
に
晚
翠
軒
で
行
わ
れ
た
榊
原
鐵
硯
（
浩
逸
、
一
八
五
五―

一
九
三
七
）
の
展
覽
會

で
あ
る
。
鐵
硯
は
木
堂
と
慶
應
義
塾
以
來
の
親
友
で
あ
り
、
書
畫
や
刀
劍
の
收
藏

家
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
菊
池
惺
堂

記
』
昭
和
五
年
一
二
⺼
一
〇―

一
一

の

條
に
、

・〔
一
〇

〕
…
…
午
歬
原
田
來 

朙

鐵
硯
老
ノ
招
キ
ニ
テ
中
華
第
一
樓
ヘ
會

合
ノ
由
通
知
シ
來
ル



中
國
書
畫
碑
帖
の

本

入
に
關
す
る
一
考
察

一
九
五

文
堂
、
一
九
三
一
）
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
鐵
硯
の
外
題
、
木
堂
・
湖
南
・

雨
山
の
題
辭
、
惺
堂
の
跋
文
が
あ
り
、
發
行
所
に
博
文
堂
が
名
を
列
ね
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
湖
南
の
題
辭
執
筆
の
經

に
關
し
て
は
、
湖
南
宛
惺
堂
書

（
昭
和

五
年
三
⺼
一
九

、
關
西
大
學
圖
書
館
藏（

（（
（

）
に
、

…
…
就
而
ハ
畫
譜
ニ
つ
き
種
々

配
慮
相
願
由 

多
忙
中
恐
縮
ニ耳

坐

候
へ
共
後
進
の乃

爲
め
宜
旉
相
願
上
度 

猶
委
細
ハ者

博
文
堂
老
人
よ
り
可
申
上

候
ヘ
共
不
取
敢

懇
意
小
生
よ
り
も
申
上
候 

先
は
得
貴
意
度
如
此

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
題
辭
の
依
賴
の
委
細
は
博
文
堂
を
介
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
畫
會
は
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
開
催
さ
れ
、
博
文
堂
が
中
心
と
な
り
『
廉
堂
入
蜀
畫
譜
』
が
編
纂
さ

れ
、
そ
れ
に
揭
載
す
る
湖
南
の
題
辭
の
依
賴
に
は
博
文
堂
が
介
在
し
て
い
る
こ
と

が
判
朙
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
展
覽
會
で
は
共
通
し
て
博
文
堂
が
圖
錄
等
を
刊
行
し

て
お
り
、
展
覽
會
を
取
り
仕
切
る
事
務
局
的
な
役
割
を
擔
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、「
鐵
硯
先
生
書
畫
展
觀
會
」
で
は
鐵
硯
か
ら
惺
堂
へ
の
會
⻝
の
通
知

を
博
文
堂
が
擔
い
、「
羊
石
遺
墨
展
觀
會
」
で
は
文
墨
洞
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
遺
墨

展
の
開
催
を
希

す
る
木
堂
の
意
向
を
博
文
堂
が
惺
堂
に
傳
え
、『
廉
堂
入
蜀
畫

譜
』
揭
載
の
湖
南
の
題
辭
の
依
賴
も
博
文
堂
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
當

收
藏
集
團
で
は
基
本
的
に
當
事
者
閒
で
の
依
賴
や
相
談
は
行
わ
れ
ず
、

博
文
堂
を
介
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
檢
討
に
よ
っ
て
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
の
形
成
と
消

滅
、
そ
の
特
徵
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
收
藏
集
團
は
朙
治
四
四
年

四
⺼
頃
が
形
成
の
上
限
と
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
昭
和
一
四
年
歬
後
に
消
滅
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
收
藏
集
團
の
要
と
な
る
業
者
の
博
文
堂
と
惺

堂
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
「
斡
旋
」「
鑑
定
」「
展
覽
會
の
開
催
」
の
觀
點
か

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
木
堂
が
鷲
尾
や
博
文
堂
を
介
し
て
惺
堂
に
相
談
さ
せ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
菊
池
惺
堂

記
』
に
よ
る
と
文
墨
洞
は
中
村
の

經
營
す
る
書
衟
用
品
店
で
あ
り
、
昭
和
七
年
二
⺼
二
二

よ
り
交
詢
社
二
階
に
移

轉
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
倂
設
し
て
開
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
村
は
惺
堂
ら
が
主

宰
す
る
遊
戲
三
昧
會
の
事
務
局
も

ね
て
お
り
、
惺
堂
と
の
關
係
が
非
常
に
深
か

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
展
覽
會
で
は
博
文
堂
と
鷲
尾
が
惺
堂
と

木
堂
の
閒
に
入
り
會
場
を
手
配
し
た
こ
と
、
時
を
同
じ
く
し
て
『
內
海
羊
石
翁
小

傳
』
を
刊
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
大
橋
廉
堂
先
生
入
蜀
畫
會
」
は
、「
大
橋
廉
堂
先
生
入
蜀
畫
會
趣
意
」（『
大
橋

廉
堂
先
生
入
蜀
畫
會
』、
刊
行
年
不
朙
）
に
よ
る
と
、
昭
和
六
年
五
⺼
九

、
一
〇

の
二

閒
に
わ
た
り
東
京
美
術
俱
樂

で
開
催
さ
れ
た
、
廉
堂
の
四
川
で
の
寫
生

旅
行
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
南
畫
展
で
あ
る（

（（
（

。
廉
堂
は
惺
堂
の
二
男
で
本
名
は

介か
い

二じ

郞ろ
う

（
介
・
玠
は
略
稱
）、
室
名
は
無
盡
藏
齋
、
南
畫
家
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
活
動
し
た
。
昭
和
三
年
四
⺼
一
八

に
惺
堂
の
實
家
で
あ
る
大
橋
家
の

養
子
と
な
っ
た
た
め
に
大
橋
姓
を
名
乘
っ
た
。
上
揭
『
大
橋
廉
堂
先
生
入
蜀
畫

會
』
の
末
に
は
「
贊
成
者
芳
名
竝
ニ
發
起
人
」
と
し
て
一
一
四
名
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
中
で
中
國
・
朝
鮮
美
術
の
收
藏
關
係
者
は
次
の
一
九
名
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
犬
養
木
堂 

河
井
仙
郞 

○
山
本
二
峰 

○
長
尾
雨
山 

○
藤
井
善
助 
杉
溪
六
橋 

山
岡
千
太
郞 

○
內
藤
湖
南 

山
本
竟
山 

○
阿

房
二
（
マ
マ
）〔

次
〕
郞 

田
邊
碧
堂 
柚

木
玉
邨 

高
島
菊
次
郞 

藤
原
銀
次
郞 

○
原
田
庄
左
衞
門 

荻
原
安
之
助 

井
上
恆

一 

守
尾
保
太
郞 

橋
本
辰
二
郞

特
に
○
を
附
し
た
人
物
は
「
犬
養
毅
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
、
こ
の
畫
會
が
こ
の
收
藏
集
團
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
と

見
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
畫
會
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
『
廉
堂
入
蜀
畫
譜
』（
博



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
九
六

で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の

點
が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
く
、
實
質

的
に
こ
の
收
藏
集
團
と
の
交
友
關
係
が
深
く
な
っ
た
の
は
大
正
中
葉
頃
で
あ
ろ

う
。原

田
庄
左
衞
門
宛
犬
養
木
堂
書

（
大
正
七
年
一
二
⺼
二
三
（
（（
（

）
に
、

昨
夜
澹
如
［
註
滑
川
氏
］
ノ
催
に
て
雨
山
を
招
き
（
玉
の
や
ニ
）
銕
硯
欽
堂

［
註
黑
田

（
マ
マ
）〔
木
〕
氏
］
惺
堂
［
註
菊
池
氏
］
碧
堂
［
註
田
邊
氏
］
二
峰
［
註
山
本

氏
］
來
ら
れ
星
石
［
註
宗
伯
𣝣
］
ハ
祖
先
の
追
善
あ
り
て
缺
席
せ
ら
る
例
の

如
く
合
作
あ
り
欽
堂
雨
山
の
指
頭
畫
も
あ
り
て
甚
面
白
か
り
し 

と
あ
る
よ
う
に
、
大
正
七
年
の
段
階
に
お
い
て
、
惺
堂
は
木
堂
や
雨
山
ら
と
雅

會
に
參
加
す
る
ほ
ど
深
い
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、『
美
術
寫

眞
畫
報
』
第
一
卷
第
八
號
（
博
文
館
、
大
正
九
年
九
⺼
一

）
の
中
國
畫
特
集
號
に

は
、
上
揭
の
雨
山
に
加
え
、
湖
南
の
「
淸
朝
季
世
の
代
表
畫
家
」
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
は
顧
若
波
の
言
及
が
見
え
る
が
、
惺
堂
「
顧
若
波
の
山
水
畫
」（
同
誌
同

號
）
に
よ
れ
ば
、
當
時

本
所
在
の
顧
若
波
の
畫
は
ほ
ぼ
惺
堂
が
手
中
に
收
め
て

い
る
と
あ
る
た
め
、
湖
南
は
論
考
の
執
筆
に
あ
た
り
そ
れ
を
過
眼
し
た
可
能
性
が

高
い
。
ゆ
え
に
少
な
く
と
も
大
正
九
年
に
は
惺
堂
と
湖
南
の
深
い
交
友
關
係
が
認

め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
惺
堂
と
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」

の
關
係
は
、「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
が
消
滅
す
る
以
歬
か
ら
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
惺
堂
は
徐
々
に
こ
の
收
藏
集
團
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
惺
堂
は
大
正
一
〇
年
に
『
畫
中
九
友
集
册
』、
大
正
一
三

年
に
『
寒
⻝
帖
』
と
『
李
公

瀟
湘
臥
遊
圖
』
を
博
文
堂
よ
り
刊
行
し
て
お
り
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
こ
の
收
藏
集
團
の
一
員
と
し
て
本
格
的
に
活
動
し
、
公
私
と

も
に
親
睦
を
深
め
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
歬
稿（

（（
（

で
指

し
た
こ
と

だ
が
、
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
惺
堂
は
收
藏
家
の
藤
井
善
助
ら
に
よ
り

京
都
岡
崎
に
設
立
さ
れ
た

本
共
立
生
命
保
險
株
式
會
社
の
取

役
に
就
任
し
、

ら
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
博
文
堂
の
中
國
書
畫
碑
帖
の
斡
旋
に
つ
い
て
は
、
主

人
及
び
社
員
が

頃
よ
り
惺
堂
と
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、
自
宅
や
旅
先
に
關
わ

ら
ず
收
藏
品
を
斡
旋
し
、
時
に
は
博
文
堂
の
別
莊
で
あ
る
「
松
茂
山
莊
」
に
招
待

し
て
い
た
こ
と
が
判
朙
し
た
。
ま
た
、
鑑
定
に
お
い
て
は
、
惺
堂
と
湖
南
の
例
で

見
た
よ
う
に
、
鑑
定
の
依
賴
か
ら
實
際
の
鑑
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
「
收
藏
家
」

と
「
賞
鑑
家
」
が
直

や
り
取
り
は
せ
ず
に
、
兩
者
の
閒
に
博
文
堂
が
介
在
し
て

い
た
こ
と
が
判
朙
し
た
。
こ
の
こ
と
は
展
覽
會
の
開
催
に
も
共
通
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
展
覽
會
の
會
⻝
の
通
知
と
い
っ
た
些
末
な
こ
と
か
ら
、
題
辭
の
依
賴
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
選
定
に
至
る
ま
で
、
基
本
的
に
當
事
者
閒
で
の
連
絡
・
調
整
は
行
わ

れ
ず
に
、
事
務
局
の
博
文
堂
が
一
切
を
擔
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
こ
の
收
藏
集
團
が
收
藏
に
ま
つ
わ
る
リ
ス
ク
を
事
歬
に
回
避
し
、
收
藏
活
動

を
圓
滑
に
行
う
た
め
に
、
收
藏
家
と
賞
鑑
家
の
閒
の
連
絡
・
調
整
の
一
切
を
取
り

行
う
た
め
の
事
務
局
の
博
文
堂
を
置
い
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。

三　

二
大
收
藏
集
團
の
變
遷

ま
ず
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
と
惺
堂
の
關
係
を
見
て
お
こ
う
。
上

述
の
よ
う
に
、
惺
堂
は
『
書
苑
』
創
刊
號
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
圖
版
を
提
供
し
て

お
り
、
そ
の
形
成
當
初
か
ら
關
係
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
ナ
メ
タ
ツ
事
件
」（
大
正
八
年―

九
年
）
で
惺
堂
と
澹
如
の
關
係
が
疎
遠
に
な
り
、

し
か
も
「
ク
ロ
キ
ン
事
件
」（
大
正
九
年
）
の
發
生
に
よ
っ
て
こ
の
集
團
が
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
惺
堂
は
收
藏
活
動
を
圓
滑
に
行
う
た
め
に
「
犬
養
木

堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

惺
堂
と
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
と
の
交
友
關
係
は
い
つ
か
ら

見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
木
堂
が
協
贊
會
員
、
惺
堂

が
發
起
人
と
し
て
名
が
見
え
る
大
正
二
年
に
開
催
さ
れ
た
「
蘭
亭
修
禊
記
念
會（

（（
（

」



中
國
書
畫
碑
帖
の

本

入
に
關
す
る
一
考
察

一
九
七

畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
事
務

局
の
博
文
堂
が
關
東
大
震
災
で
罹
災
し
た
關
東
の
收
藏
家
で
は
な
く
、
關
西
の
收

藏
家
に
對
し
て
組
織
的
に
販
路
を
求
め
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
藤
井
善

助
『
㊒

館
記
』（
私
家
版
、
一
九
二
六
）
に
、

…
…
古
來
東
洋
文
物
の
世
界
の
文
化
に
貢
獻
す
る
所
極
め
て
深
く
吾
國
文

化
の
開
發
は
徃
昔

那
に
負
ふ
所
更
に
深
し
隨
て
其
文
物
就
中
美
術
を
尊
重

し
其
光
輝
を
發
揚
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず 

近
時

那
の
國
勢
紛
亂
相
踵
ぎ
東
洋

文
化
の
誇
り
と
す
べ
き
寶
器
名
品
は
滔
々
と
し
て
海
外
に

出
す
洵
に
慨
歎

に
餘
り
あ
り
、
予
弱
冠

那
に
遊
び
其
文
物
に
親
し
み
し
に
因
り
嗜
好
と
硏

究
の
念
慮
年
と
共
に
加
り
歷
史
あ
る
名
器
模
範
と
す
べ
き
珍
什
の
歐
米
に
舶

載
し
去
ら
る
ゝ
を
防
が
ん
と
欲
し
且
つ

那
の
現
狀
を
觀
て
坐
視
す
る
に
忍

び
ず
自
ら
微
力
を
顧
み
ず
之
れ
を
蒐
集
し
漸
く
積
ん
で
室
に
滿
た
ん
と
す

…
…
館
〔
㊒

館
〕
中
儲
ふ
る
と
こ
ろ
の
銅
、
石
、
玉
器
、
佛
像
、
璽
印
、

書
畫
、
文
房
具
、
陶
、
漆
器
等
を
陳
列
し

蒐
藏
家
の
出
陳
を
請
ひ
て
公
衆

の
觀
覽
に
供
し
學
術
硏
究
或
は
習
作
に
從
事
す
る
諸
君
の
參
考
に
㊮
せ
し
め

ん
と
す

と
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
こ
の
收
藏
集
團
の
收
藏
方
針
に
多
く
の
收
藏
家
が
共
鳴
し

た
こ
と
も
背
景
に
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
は
中
國
の
國
勢
の
混
亂
に
よ
っ

て
、
中
國
書
畫
碑
帖
を
は
じ
め
と
す
る
文
物
が
歐
米
に

出
し
て
い
る
現
狀
に
對

し
て
、
中
國
よ
り
益
を
受
け
た
同
じ
東
洋
の

本
に
殘
し
、
ま
た
收
集
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
祕
藏
せ
ず
に
公
開
し
、
學
術
硏
究
や
藝
術
家
の
參
考
に
供
し
た
い
と

い
う
藤
井
の
思
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
當

收
藏
集
團
の
他
の

收
藏
家
と
も
共
通
し
て
お
り
、
上
野
理
一
・
阿

房
次
郞
・
黑
川
幸
七
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
そ
の
遺
志
を
繼
ぎ
各
々
京
都
國
立
博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
・
黑

川
古
文
化
硏
究
所
に
所
藏
さ
れ
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中

長
男
の
慧
一
郞
は
京
都
大
學
や
龍
谷
大
學
で
講
師
と
な
り
（『
菊
池
惺
堂

記
』
に

よ
る
と
昭
和
六
年
四
⺼
二
三

以
歬
に
辭
任
）、
二
男
の
大
橋
廉
堂
は
昭
和
七
年
末
よ

り
京
都
に
移
住
し
南
畫
家
と
し
て
活
動
し
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
第
二
朞
に
中
國
書
畫
碑
帖
が

本
へ

入
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
點
に
つ
い
て
檢
討
し
て
お
き
た
い
。

惺
堂
の
收
藏
活
動
や
交
友
關
係
の
檢
討
に
よ
っ
て
、
大
正
中
葉
よ
り
「
書
苑
を
中

心
と
す
る
收
藏
集
團
」
か
ら
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に
傾
倒
し

て
い
く
樣
子
が
窺
わ
れ
た
。
時
を
同
じ
く
て
博
文
堂
は
東
京

店
を
開
設
し
て
お

り（
（（
（

、
惺
堂
の
よ
う
な
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
の
收
藏
家
を
吸
收
し
、

販
路
の
擴
大
を
目
指
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
正
一
二
年
の
關
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
關
東
の
多
く
の
收

藏
家
が
罹
災
・
沒
落
し
、
惺
堂
の
よ
う
な
關
東
を
基
盤
と
す
る
收
藏
家
に
は
新
た

に
中
國
書
畫
碑
帖
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
餘
力
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
國
華
俱
樂

編
『
罹
災
美
術
品
目
錄
』（
吉
川
忠
志
、
一
九
三
三
）
を
一
覽
し

て
も
、
罹
災
し
た
收
藏
家
と
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。

仙
人
掌
生
「
骨
董
界
の
中
心
は
大
阪
か
京
都
へ
移
る（

（（
（

」
で
は
、
書
畫
骨
董
商
の

平
山
堂
主
人
・
伊
藤
平
藏
の
言
を
引
用
し
、
こ
の
震
災
に
よ
っ
て
骨
董
界
の
中
心

は
關
西
に
移
る
と
豫
測
す
る
が
、
實
際
そ
の
通
り
と
な
る
。「
犬
養
木
堂
を
中
心

と
す
る
收
藏
集
團
」
で
は

本
に

入
し
た
中
國
書
畫
碑
帖
の
賣
却
先
を
罹
災
し

て
い
な
い
關
西
の
收
藏
家
に
求
め
、
震
災
後
に

本
に

入
し
た
完
顏
景
賢
や
顏

世
淸
と
い
っ
た
中
國
人
收
藏
家
の
優
良
な
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
括

し
て
取
り
扱
う
こ
と
で（

（（
（

、
世
界
に
冠
た
る
關
西
の
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
が
關
西
の
中
國
書



日
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第
七
十
一
集

一
九
八

國
の
文
物
の
歐
米
へ
の

出
阻
止
と
收
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開
と
い
う
、

こ
の
收
藏
集
團
の
收
藏
方
針
に
多
く
の
收
藏
家
が
共
鳴
し
た
こ
と
も
そ
の
形
成
の

要
因
と
し
て
擧
げ
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
惺
堂
を
起
點
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
、
辛

革
命
か
ら
第
二
次
世
界
大
戰
終
了
時
ま
で
の
第
二
朞
に
中
國

書
畫
碑
帖
が

本
へ

入
し
、
い
か
に
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の
か

と
い
う
點
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。

そ
の
結
果
、「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
や
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す

る
收
藏
集
團
」
を
中
心
に
第
二
朞
の
收
藏
活
動
が
行
わ
れ
、
特
に
歬
者
の
消
滅
と

關
東
大
震
災
に
よ
り
、
後
者
の
事
務
局
で
あ
る
博
文
堂
が
關
西
の
收
藏
家
に
中
國

書
畫
碑
帖
を
斡
旋
し
た
こ
と
で
、
關
西
に
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
を
朙
ら
か
に
し
た
。

こ
こ
で
、
こ
の
結
論
に
至
っ
た
經

を
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。
第
一
・
二

で
は
第
二
朞
お
い
て
收
藏
に
深
く
關
わ
っ
た
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」

と
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
惺
堂
の
收
藏

活
動
を
通
じ
て
、
兩
收
藏
集
團
が
い
つ
形
成
さ
れ
、
い
つ
消
滅
し
、
ど
の
よ
う
な

特
徵
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。
歬
者
は
朙
治
四
四
年
に
形
成
さ

れ
、「
ナ
メ
タ
ツ
事
件
」（
大
正
八
年―

九
年
）
や
「
ク
ロ
キ
ン
事
件
」（
大
正
九
年
）

に
よ
っ
て
大
正
九
年
頃
に
は
消
滅
し
た
。
ま
た
こ
の
收
藏
集
團
は
業
者
が
介
在
せ

ず
に
賞
鑑
家
と
業
者
（
仲
買
人
）
が
一
體
と
な
っ
て
い
た
點
に
特
徵
が
あ
り
、
結

果
と
し
て
如
上
の
二
事
件
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
後
者
の
形
成

は
朙
治
四
四
年
四
⺼
頃
が
上
限
と
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
昭
和
一
四
年
歬
後
に
消

滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
收
藏
集
團
の
特
徵
は
、
そ
の
要
と
な
る
業
者

の
博
文
堂
が
、
收
藏
家
に
對
し
て
は

頃
よ
り
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
中
國
書
畫

碑
帖
を
斡
旋
し
た
。
ま
た
收
藏
に
ま
つ
わ
る
リ
ス
ク
を
事
歬
に
回
避
し
、
收
藏
家

と
賞
鑑
家
の
閒
の
連
絡
・
調
整
を
一
切
擔
い
、
收
藏
活
動
を
圓
滑
に
行
っ
て
い
た

と
見
ら
れ
る
。

第
三

で
は
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
か
ら
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と

す
る
收
藏
集
團
」
へ
と
い
う
二
大
收
藏
集
團
の
變
遷
を
惺
堂
の
收
藏
活
動
に
よ
っ

て
跡
付
け
、
ど
の
よ
う
に
し
て
關
西
を
中
心
に
一
大
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
形
成
さ
れ
た
の
か
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
九
年
頃
に
「
書
苑
を
中
心

と
す
る
收
藏
集
團
」
の
消
滅
を
受
け
、
惺
堂
は
圓
滑
に
收
藏
活
動
を
行
う
た
め
に

「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
に
傾
倒
し
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
ほ
ぼ

そ
れ
と
同
時
朞
に
こ
の
收
藏
團
體
の
事
務
局
で
あ
っ
た
博
文
堂
が
東
京
に

店
を

置
き
、
惺
堂
ら
「
書
苑
を
中
心
と
す
る
收
藏
集
團
」
の
收
藏
家
を
吸
收
し
、
販
路

擴
大
を
目
指
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
正
一
二
年
の
關
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
關
東
の
多
く
の
收

藏
家
が
罹
災
し
て
沒
落
し
、
惺
堂
の
よ
う
な
關
東
を
基
盤
と
し
た
收
藏
家
に
は
新

た
に
中
國
書
畫
碑
帖
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
餘
力
が
あ
ま
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
博
文
堂
は
そ
の
販
路
を
罹
災
し
て
い
な
い
關
西
の
收
藏

家
に
求
め
、
震
災
後
に

本
に

入
し
た
完
顏
景
賢
や
顏
世
淸
と
い
っ
た
中
國
人

收
藏
家
の
優
良
な
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と

で
、
世
界
に
冠
た
る
關
西
の
中
國
書
畫
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
中
國
の
文
物
の
歐
米
へ
の

出
阻
止
と
收
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
公
開
と
い
う
收
藏
方
針
に
關
西
の
收
藏
家
が
共
鳴
し
た
こ
と
も
そ
の
形
成
の
要

因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
後
は
、
惺
堂
と
同
じ
く
兩
集
團
と
關
わ
り
の
深
か
っ
た
山
本
二
峰
な
ど
に
も

檢
討
を
廣
げ
、
當
時
の
收
藏
集
團
の
實
態
を
よ
り
深
く
考
察
し
、
當

朞
に

本



中
國
書
畫
碑
帖
の

本

入
に
關
す
る
一
考
察

一
九
九

が
中
國
よ
り

出
し
た
中
國
書
畫
碑
帖
の
一
大
集
積
地
と
な
っ
た
要
因
の
解
朙
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

㊟（
１
）　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
收
集
に
關
し
て
は
、
拙
稿
「
民
國
朞
に
お
け
る
完
顏
景
賢
の

書
畫
碑
帖
の
收
藏
に
つ
い
て
」（『
中
國
近
現
代
文
化
硏
究
』
一
一
、
二
〇
一
〇
、
四

四―

八
三
頁
）、關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
關
し
て
は
、本
文
で
指

し
た『
國

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
吿
書 
關
西
中
國
書
畫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
と
未
來
』、『
中
國

書
畫
探
訪 

關
西
の
收
藏
家
と
そ
の
名
品
』
參
照
。

（
２
）　

惺
堂
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
菊
池
惺
堂
と
そ
の
家
系
」（『
中
國
近
現
代
文
化
硏
究
』

一
五
、
二
〇
一
四
、
二
八―

五
〇
頁
）
參
照
。

（
３
）　

菊
池
隆
村
氏
宅
で
調
査
を
行
っ
た
際
、
全
四
册
か
ら
な
る
惺
堂
の

記
が
偶
然
發

見
さ
れ
た
。
す
べ
て
和
裝
本
で
あ
り
、
昭
和
二
年
一
一
⺼
一

か
ら
昭
和
七
年
一
〇

⺼
二
六

ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
便
宜
的
に
『
菊
池
惺
堂

記
』
と
名
付
け
、『
書

法
漢
學
硏
究
』
二
四
、『
中
國
近
現
代
文
化
硏
究
』
二
〇
、『
相
模
女
子
大
學
紀
要
』

八
二
、『
相
模
國
文
』
四
六
（
い
ず
れ
も
二
〇
一
九
刊
行
）
に
飜

を
分
載
し
た
。

（
４
）　

拙
稿
「
顏
世
淸
の
來

と
中
國
書
畫
の

本
へ
の
將
來―

顏
氏
寒
木
堂
書
畫
展
覽

會
を
中
心
と
し
て―

」（『
中
國
近
現
代
文
化
硏
究
』
一
八
、
二
〇
一
七
、
七
三―

九

五
頁
）
參
照
。

（
５
）　

書
苑
に
關
し
て
は
、
高
橋
利
郞
『
近
代

本
に
お
け
る
書
へ
の
眼
差
し―
本
書

衟
史
形
成
の
軌
跡
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
、
八
五―

八
八
頁
）
參
照
。

（
６
）　
『
書
畫
骨
董
雜
誌
』
第
八
八
號
（
一
九
一
五
、
七
五
頁
）
に
よ
る
。

（
７
）　
『
書
畫
苑
』
第
一
卷
第
一
號
（
一
九
二
〇
、
頁
數
未
記
載
）
に
よ
る
。

（
８
）　
「『
李
龍
眠
』
の
畫
卷
に
夤
る 

六
萬
圓
事
件
の
眞
相 

川
崎
が
滑
川
氏
に
賣
渡
し
た

瀟
湘
臥
遊
圖
で
大
悶
着
」（『
讀
賣
新
聞
』
大
正
九
年
一
二
⺼
五

朝
刊
第
五
面
所
收
、

ヨ
ミ
ダ
ス
歷
史
館
、
二
〇
一
五
年
三
⺼
九

、
國
立
國
會
圖
書
館
で
閱
覽
・
印
刷
）、

井
土
靈
山
編
『
書
衟
及
畫
衟
』
第
五
卷
第
一
一
號―

第
六
卷
第
二
號
（
一
九
二
〇―

一
九
二
一
）
の
卷
末
に
揭
載
さ
れ
た
樂
天
先
生
「
藝
苑
笑
府
」
に
基
づ
く
。
蓬
心
生

（
北
川
博
邦
）「
菊
池
惺
堂
の
こ
と
」（『
篆

』
第
二
〇
輯
、
一
九
八
八
）
に
「
ナ
メ

タ
ン
事
件
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
事
件
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（
９
）　
「
珍
品
そ
ろ
ひ
書
畫
展 

廿
三

か
ら
三

閒 

美
術
學
校
で
」（『
東
京
朝

新
聞
』

大
正
一
四
年
五
⺼
二
一

朝
刊
第
七
面
所
收
、
聞
藏
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
二
〇
一
七
年
八

⺼
一
九

國
立
國
會
圖
書
館
で
閱
覽
・
印
刷
）
に
、「
時
價
三
十
萬
圓
と
稱
せ
ら
る
ゝ

菊
池
氏
の
蘇
東
坡
寒
⻝
帖
及
李
龍
眠
瀟
湘
臥
遊
圖
卷
は
菊
池
氏
が
震
災
當
時
辛
く
も

持
ち
出
し
た
も
の
」
と
あ
る
。

（
10
）　
『
書
衟
及
畫
衟
』
第
五
卷
第
一
二
號
（
一
九
二
〇
、
五
九―

六
一
頁
）
に
よ
る
。

（
11
）　
『
東
京
國
立
博
物
館
紀
要
』
三
七
（
二
〇
〇
二
、
七
七―

八
一
、
一
〇
八―

一
一

二
頁
）
參
照
。

（
12
）　

欽
堂
に
關
し
て
は
、黑
木
榘
雄
「
三
代
の
學
者―

黑
木
茂
榘
・
安
雄
・
典
雄―

」（『
斯

文
』
一
一
六
、
二
〇
〇
八
、
二
〇―

三
二
頁
）、
澹
如
に
つ
い
て
は
、
柴
田
光
彥
「
滑

川
澹
如
に
つ
い
て
」（『
書
學
書
衟
史
硏
究
』
六
、
一
九
九
六
、
三
七―

五
七
頁
）、

松
村
茂
樹
「
滑
川
澹
如
記
事―

吳
昌
碩
和

本
文
人
交

側
記
」（『
大
妻
女
子
大
學

紀
要
文
系
』
二
八
、
一
九
九
六
、
九
一―

一
〇
二
頁
）
參
照
。

（
13
）　

木
堂
に
關
し
て
は
、
平
成
二
八
年
一
二
⺼
一
九

に
開
催
さ
れ
た
書
論
硏
究
會
關

東

會
一
二
⺼
例
會
（
六
英
社
〔
東
京
都
澁
谷
區
〕）
に
發
表
し
た
「
犬
養
毅
と
中

國
書
畫
と
の
關
わ
り
」
に
基
づ
く
。

（
14
）　

菅
野
智
朙
「
博
文
堂
に
お
け
る
中
國
法
書
の
影
印
出
版
に
つ
い
て
」（『
中
國
近
現

代
文
化
硏
究
』
一
六
、
二
〇
一
五
、
一
四―

五
二
頁
）
參
照
。

（
15
）　
『

中
國
交
正
常
化
20
周
年
記
念
「
中
國
朙
淸
名
畫
展
」』（
財
團
法
人

中
友
好

會
館
、
一
九
九
二
、
頁
數
未
記
載
）
に
よ
る
。

（
16
）　

大
橋
廉
堂
『
自
昭
和
八
年
年
賀
郵
便
』（
大
橋
家
藏
）
に
よ
る
。
小
島
の
名
は
內



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

二
〇
〇

藤
湖
南
宛
書

（
關
西
圖
書
館
所
藏
內
藤
文
庫
）
に
も
見
え
る
。
廉
堂
は
こ
の
ほ
か

に
も
社
員
と
し
て
淺
田
英
太
郞
・
近
藤
威
左
夫
の
名
も
記
す
。
書
誌
は
拙
稿
「
昭
和

初
朞
に
お
け
る
菊
池
惺
堂
の
收
藏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク―

大
橋
廉
堂
先
生
入
蜀
畫
會
を
中

心
と
し
て―

」（『
書
學
書
衟
史
硏
究
』
二
九
、
二
〇
一
九
）
參
照
。

（
17
）　

原
田
悟
朗
に
よ
る
と
、
松
茂
山
莊
に
は
阿

房
次
郞
や
富
岡
鐵
齋
が
よ
く
來
訪
し
、

木
堂
が
來
阪
の
時
の
定
宿
で
あ
っ
た
と
い
う
。
歬
揭
㊟（
15
）參
照
。

（
18
）　

光
畑
に
關
し
て
は
、
歬
揭
㊟（
12
）柴
田
氏
論
考
・
松
村
氏
論
考
、
歬
揭
㊟（
16
）『
自

昭
和
八
年
年
賀
郵
便
』
參
照
。

（
19
）　

關
西
大
學
所
藏
內
藤
文
庫
17
：
湖
南
宛
書

 

二
五
五
九 

菊
池
長
四
郞
。
書
誌
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。〔
封
筒
〕
縱
二
一
・
三
セ
ン
チ
、
橫
八
・
四
セ
ン
チ
。
消
印

は
「
岐
阜
／

六
・
六
・
六
／

歬
八―
一
二
」、
紙
本
墨
書
。〔
封
筒
表
書
〕
京
都
府
相
樂

郡
甁
原
村
／

內
藤
湖
南
先
生
／

座
下
〔
封
筒
裏
書
〕
封
／

岐
阜
市
外
長
良
村
後
藤
別
〔
莊
〕

ニ
て
／

菊
池
長
四
郞
〔
封
書
本
紙
〕
縱
一
八
・
三
セ
ン
チ
、
橫
六
八
・
四
、
紙
本
墨
書
。

（
20
）　

奧
付
は
「
大
正
十
二
年
三
⺼
三
十

」
と
な
っ
て
い
る
が
、
內
藤
跋
か
ら
考
え
て

大
正
一
三
年
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
大
阪
府
立
中
之
島
圖
書
館
所
藏
の
博
文
堂
の
影
印

本
は
刊
行
さ
れ
て
ま
も
な
く
納
本
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
影
印
本
は

大
正
一
三
年
八
⺼
六

に
納
本
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の

證
と
な
ろ
う
。

（
21
）　

こ
の
ほ
か
に
、
雨
山
と
比
田
井
天
來
の
題
辭
も
見
え
る
。
林
文
昭
は
中
華
第
一
樓

主
人
で
木
堂
と
關
係
が
深
く
收
藏
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。『
木
堂
書

』（
原
田
庄

左
衞
門
、
一
九
三
四
）
參
照
。

（
22
）　
『
交
詢
社
百
年
史
』（
交
詢
社
、
一
九
八
三
、
六
四
頁
）
に
よ
る
。

（
23
）　

畫
會
の
詳
細
な
考
察
は
、
歬
揭
㊟（
16
）拙
稿
參
照
。

（
24
）　

關
西
大
學
所
藏
內
藤
文
庫
17
：
湖
南
宛
書

 

二
三
八
〇 

菊
池
長
四
郞
。
書
誌
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。〔
封
筒
〕
縱
二
〇
・
五
セ
ン
チ
、
橫
八
・
四
セ
ン
チ
。
消
印

は
「
王
子
／

六
・
三
・
一
九
／

后
〇―

四
」、
紙
本
墨
書
。〔
封
筒
表
書
〕
京
都
府
相
良

郡
甁
原
字
口
畑
／

內
藤
虎
次
郞
樣
／

坐
右
〔
封
筒
裏
書
〕
封
／

三
⺼
十
九

 

東
京
市
外

瀧
野
川
田
端
五
百
番
／

菊
池
長
四
郞
〔
封
書
本
紙
〕
縱
一
九
・
八
セ
ン
チ
、
橫
一
〇
四
・

四
セ
ン
チ
、
紙
本
墨
書
。

（
25
）　

佚
名
「
蘭
亭
修
禊
記
念
會
行
事
」（『
書
苑
』
第
二
卷
第
八
號
、
一―

六
頁
、
一
九

一
三
）
參
照
。

（
26
）　
「
澹
如
主
催
の
雅
會
」（
鷲
尾
義
直
編
『
犬
養
木
堂
書

集
』、人
文
閣
、一
九
四
〇
、

二
八
五
頁
）
參
照
。

（
27
）　

歬
揭
㊟（
２
）拙
稿
參
照
。

（
28
）　
『
李
公

瀟
湘
臥
遊
圖
』
の
奧
付
に
、
發
行
所
「
博
文
堂
合
㊮
會
社
」、「

店 

東

京
市
神
田
區
一
ツ
橋
通
町
十
七
番
地
」「
本
店 

大
阪
市
西
區
靱
上
通
二
丁
目
十
六
番

地
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
大
正
一
三
年
の
關
東
震
災
歬
に
は
本
店

と

店
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
判
朙
し
て
い
る
。

（
29
）　
「
藝
苑
大
震
災
記
（
一
）」（『
書
畫
骨
董
雜
誌
』
第
一
八
四
號
、一
九
二
三
、一
八
頁
）

參
照
。

（
30
）　

完
顏
景
賢
は
歬
揭
㊟（
１
）拙
稿
、
顏
世
淸
は
歬
揭
㊟（
４
）拙
稿
參
照
。

附
記

本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
大
阪
府
立
中
之
島
圖
書
館
（
平
成
三
〇
年
八
⺼
二
三
・
二
四

調
査
）、
關
西
大
學
圖
書
館
（
同
年
九
⺼
二
九

調
査
）、
ま
た
菊
池
隆
村
氏
（
同

年
九
⺼
一
一

調
査
）、
大
橋
和
臣
・
愛
子
夫
妻
（
同
年
九
⺼
二
四

調
査
）
よ
り
㊮

料
の

提
供
及
び
調
査
の

協
力
を
得
た
。
記
し
て

禮
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿

は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
硏
費
一
七
Ｈ
〇
二
二
九
一
及
び
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
度
特

定
硏
究
費
Ａ
（
相
模
女
子
大
學
）
の
成
果
の
一

で
あ
る
。




